令和元年７月１５日

　東京大学農学生命科学研究科
　アイソトープ農学教育研究施設長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究室名　　　　放射線植物生理学研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線取扱責任者　　　田野井慶太朗　印　　　　
当研究室所属　　有愛　　管理子　の　　令和 元 年 ５ 月　　の放射線利用状況及び被曝結果について、以下のとおり報告いたします。　　

　　１.　用いたRIおよび放射線機器（上記期間に使用したRI及び放射線機器等の種類、量をご報告ください。）　
　

　　　　令和元年５月１７日、１８日、２０日、２５日に、農学部RI施設内植物育成室にて

　　　　　32Pを9.25 MBq使用した。どの日時のHFCM及びサーベィにて汚染を確認して

　　　　　退出した。

　　２.　実験の内容および状況（遮蔽法も会わせてご報告ください。）

　　　

　　　　　　アクリル版越しに手袋、トレーを用いて実験を行っていた。

　　　　ピペットを使用中32Pが飛んだらしいので、その際GBに付着した可能性がある。

　　３.　ガラスバッジの取扱（実験中の装着場所・通常保管場所等を詳細にご報告ください。）

　　

　　　　通常は、農学部２号館地下１５号室にある机の引出し保管している。

　　　　 実験中は黄衣の腹部近辺に装着していた。

４．　身に覚えがない場合（実験を行っておらず被曝の可能性がない場合は、その旨をご報告ください。）

　　　　

　　　　RIも放射線機器も今月は利用しておらず、被曝の可能性はないと言える。

　　　　前述のとおりGBは一ヶ月間２号館地下１５号室の机の引き出しに保管してあった。
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身に覚えがない時はこちらのみご記入ください。








